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岡谷市行財政改革プラン策定！ 

　
岡
谷
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は
、
市
民
総
参
加
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
、
岡
谷
市
な
ら

で
は
の
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を

め
ざ
し
て
、
策
定
し
た
も
の
で
す
。 

☆市民と市の役割分担と協働の推進 

☆簡素で効率的な行財政運営 

☆集中と縮小・廃止を基本とした事
務事業の見直し 

☆公平性の視点に立った適正な受益
と負担の確保 

行財政改革プランの基本的な方針 

～市民総参加による特色のあるまちづくりをめざして～ 

自
立
の
道
を
歩
む   
 

　
岡
谷
市
は
今
、
本
格
的
な
自
立
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
確
か
な
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
自
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
合
併

を
せ
ず
に
単
独
の
道
を
歩
む
、
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の

原
則
の
も
と
、
健
全
財
政
を
保
持
し
、
市

民
本
位
の
行
政
、
独
自
性
の
あ
る
特
色
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。  

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
先
行
き
が
不
透

明
な
景
気
動
向
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入
の
大
幅
な
伸
び

を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地

方
交
付
税
の
減
額
な
ど
も
あ
り
、
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
地
方
分
権

の
進
展
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
り
必
要

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
各
種
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
第
３
次
岡
谷
市

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
市
民
起
点
に

よ
る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
市
民
総
参
加

に
よ
り
行
財
政
改
革
を
進
め
、
行
政
運
営

の
効
率
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、

足
腰
の
強
い
自
治
体
、
将
来
に
夢
を
持
て

る
岡
谷
市
を
築
い
て
い
き
ま
す
。 

基
本
的
な
方
針  

 

　
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
財
政
状
況
の
な

か
に
あ
っ
て
も
、
将
来
に
わ
た
り
必
要
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
各
種
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
次
の
４
項
目
を
基
本
的
な
方
針

と
し
て
、
行
財
政
改
革
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 
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こ
の
ほ
か
、
▽
第
３
次
岡
谷
市
行
政
改

革
大
綱
に
基
づ
き
推
進
し
て
き
た
市
民
起

点
の
行
政
改
革
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
こ

と
。
▽
で
き
る
限
り
数
値
目
標
を
設
定
し
、

達
成
状
況
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
▽
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
も
我
慢
し
て
い
た
だ
く
べ

き
は
我
慢
を
し
て
い
た
だ
き
、
負
担
す
べ

き
は
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
▽
民

間
等
の
優
れ
た
考
え
方
や
手
法
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
て
行

財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

計
画
の
期
間  

 

　
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
27
年
度
ま
で
の
10
ヵ
年
計
画
と
し
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
平
成
18
年
度
か
ら
20
年

度
ま
で
の
３
ヵ
年
を
短
期
、
平
成
21
年
度

か
ら
23
年
度
を
中
期
、
平
成
24
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
を
長
期
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
タ
ー
ト
年
度
ま
で
に
具
体
的
な
取
り

組
み
項
目
に
関
し
て
実
施
時
期
等
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。  

　
ま
た
、
で
き
る
こ
と
に
は
積
極
的
に
取

り
組
み
、
よ
り
短
期
間
で
達
成
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。  

 

行
財
政
改
革
推
進
の
た
め
の
数
値
目
標  

 

　
10
年
後
に
お
い
て
も
、
普
通
建
設
事
業

費
は
20
億
円
台
を
、
財
政
調
整
基
金
は
10

億
円
台
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

達
成
状
況
を
よ
り
明
確
に
把
握
で
き
る
よ

う
、
財
政
上
の
主
要
項
目
に
関
し
て
も
数

値
目
標
を
掲
げ
ま
す
。 

歳
入
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み 

（
短
期
の
取
り
組
み
項
目
か
ら
部
分
抜
粋
） 

 

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
入
確
保 

〜
収
納
率
の
向
上
〜 

▽
公
平
な
負
担
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

収
納
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
３
ヵ
年
ご
と

に
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
す 

　
市
税
収
納
率 

　
（
16
年
度
実
績
98.3
％
↓
20
年
度
99.0
％
） 

　
国
民
健
康
保
険
税
収
納
率 

　
（
16
年
度
実
績
94 .0
％
↓
20
年
度
95.5
％
） 

 

使
用
料
・
手
数
料
等
の 

　
　
　
　
　
　
　
収
入
確
保
と
見
直
し 

〜
施
設
等
使
用
料
〜 

▽
各
種
施
設
等
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
整
備
状
況
に
応
じ
た
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
料
が
無
料
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。 

〜
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
入
浴
料
〜 

▽
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
大
浴
場
お
よ
び

福
祉
風
呂
の
使
用
料
を
100
円
と
し
、
時
間

制
限
を
撤
廃
し
ま
す
。 

　
中
学
生
以
上
の
大
浴
場
お
よ
び
福
祉
風

呂
の
使
用
料
は
、
400
円
（
現
行
450
円
）
と

し
ま
す
。
敬
老
の
日
、
勤
労
感
謝
の
日
は

無
料
入
浴
の
日
と
し
ま
す
。 

〜
保
育
料
〜 

▽
３
歳
以
上
児
の
第
３
子
以
降
無
料
に
つ

い
て
は
、
所
得
制
限
を
導
入
し
、
保
育
料

徴
収
階
層
の
第
３
階
層
以
下
の
低
所
得
世

帯
を
対
象
と
し
ま
す
。
未
満
児
の
第
３
子

以
降
無
料
に
つ
い
て
は
、
３
歳
以
上
児
と 

区　分 

市　　税 

使用料等 

人 件 費 

物 件 費 

補助費等 

収入確保のため、収納率について数値目標を設定   

無料の使用料等の見直しにより、50百万円の収入増   

職員数の削減により677百万円の減   

公共施設の管理運営の見直し等により477百万円の減 

補助金、負担金の削減等により351百万円の減 

主な取り組み事項と目標額等 

 

歳
　
入 

 
歳
　
出 

※歳出の削減額は、平成17年度額に対する平成27年度目標額 

数値目標 

◆ 普通建設事業費… 
　　　20億円台の確保 
◆ 財政調整基金… 
　　　10億円台の確保 

行財政改革プランの推進によりめざす財政の姿 

予算規模と基金残高の推移 

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

17年度 18年度 21年度 24年度 27年度 

区　　分 

人　件　費 

物　件　費 

補 助 費 等 

普通建設事業等 

そ　の　他 

総　　　額 

 

年度末基金残高 

内財政調整基金 

平成17年度 

3,985 

2,675 

3,457 

3,556 

8,320 

21,993 

 

5,294 

1,178 

 

平成18年度 

3,814 

2,751 

3,248 

1,944 

7,734 

19,491 

 

4,833 

1,186

平成21年度 

3,628 

2,550 

3,200 

2,040 

7,550 

18,968 

 

4,079 

1,198

平成24年度 

3,430 

2,363 

3,152 

2,011 

7,281 

18,237 

 

3,654 

1,210

平成27年度 

3,308 

2,198 

3,106 

2,151 

7,339 

18,102 

 

3,880 

1,487

歳
　
出 

基
　
金 

予算 

（単位：百万円） 
（単位：百万円） 

基金残高合計 

○普通建設事業費…保育園や学校を整備したり道路を建設する事業等の費用 

○財政調整基金…年度間の財源の不均衡を調整するための基金。自然災害など不
測の事態への対応もできる。 
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同
様
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。 

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
第
４
階
層
以
上

の
３
歳
以
上
児
に
つ
い
て
経
過
措
置
を
設

け
、
18
年
度
は
10
％
の
負
担
と
し
、
そ
れ

以
降
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
等

を
お
聞
き
し
、
市
議
会
と
も
綿
密
な
調

整
を
し
ま
す
。 

〜
学
童
ク
ラ
ブ
使
用
料
〜 

▽
学
校
登
校
日
の
使
用
料
は
、
所
得
階
層

別
に
よ
る
月
額
800
円
か
ら
３
、０
０
０
円

に
し
ま
す
。学
校
休
業
日
の
使
用
料
は
、使

用
時
間
に
関
係
な
く
１
日
600
円
と
し
ま
す
。 

          

そ
の
他
の
歳
入
確
保
の
取
り
組
み

〜
広
報
お
か
や
等
へ
の
広
告
の
掲
載
〜 

▽
広
報
お
か
や
、
封
筒
等
の
印
刷
物
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
の
掲
載
を
検

討
・
実
施
し
ま
す
。 

 

歳
出
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み 

 

事
務
事
業
の
見
直
し

〜
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〜 

▽
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
、

事
務
事
業
評
価
に
加
え
て
施
策
評
価
を
実

施
し
ま
す
。
施
策
評
価
に
よ
り
、
各
事
務

事
業
の
優
先
順
位
付
け
、
事
務
事
業
の
休

廃
止
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
　
　 

　
ま
た
、
施
策
評
価
の
実
施
に
併
せ
て
、

よ
り
信
頼
性
の
高
い
評
価
と
す
る
た
め
、

外
部
評
価
を
導
入
し
ま
す
。 

 

補
助
金
・
負
担
金
の
削
減

〜
補
助
金
・
負
担
金
の
全
面
見
直
し
〜 

▽
補
助
金
・
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

必
要
性
や
効
果
等
の
点
検
・
確
認
を
行
い
、

３
年
ご
と
に
全
面
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
18
年
度
予
算
で

は
補
助
金
の
一
律
10
％
程
度
の
減
額
を
行

い
ま
す
。 

 
公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
効
率
化
等

〜
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
〜 

▽
岡
谷
市
文
化
会
館
（
カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル
）、

日
本
童
画
美
術
館
（
イ
ル
フ
童
画
館
）、

や
ま
び
こ
国
際
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
お

か
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
諏
訪
湖
ハ
イ

ツ
）
な
ど
12
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。 

         

〜
公
共
施
設
の
あ
り
方
の
検
討
〜  

▽
公
共
施
設
の
存
続
、
統
合
、
廃
止
な
ど

各
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
総
合
的
な

検
討
を
行
い
ま
す
。 

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営 

 

組
織
お
よ
び
職
員
数
等
の
見
直
し

〜
組
織
機
構
の
簡
素
化
・
ス
リ
ム
化
〜 

▽
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
課
題

へ
の
迅
速
な
対
応
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

部
課
等
の
統
廃
合
を
実
施
し
、
現
行
８
部

24
課
等
63
担
当
か
ら
４
部
20
課
等
59
担

当
へ
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
す
。（
６
〜
７

ペ
ー
ジ
参
照
） 

〜
職
員
数
の
削
減
〜 

▽
第
３
次
定
員
適
正
化
計
画
（
平
成
17
年

度
〜
20
年
度
）
に
基
づ
き
、
効
率
的
な
業

務
執
行
を
行
う
た
め
、
適
正
な
職
員
配
置

を
行
い
ま
す
。 

　
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
３
年

間
に
、
既
存
業
務
に
お
け
る
職
員
数
を
38

人（
7.6
％
）
削
減
し
ま
す
。
平
成
27
年
度

ま
で
の
10
年
間
に
、
100
人
（
20
％
）
の
削

減
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

職
員
給
与
の
適
正
化

〜
給
与
制
度
の
改
革
〜 

▽
給
与
水
準
を
見
直
し
、
年
功
的
な
給
与

上
昇
要
因
の
抑
制
お
よ
び
勤
務
実
績
の
給

与
へ
の
反
映
を
柱
と
し
て
、
給
与
制
度
改

革
を
進
め
ま
す
。 

 
人
材
育
成
と
意
識
改
革

〜
職
員
の
意
識
改
革
の
取
り
組
み
〜 

▽
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
時
代
の
変
化
と

厳
し
い
状
況
に
対
応
し
な
が
ら
、
行
財
政

改
革
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
る
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
職

員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

効
果
的
・
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
向
け
て 

〜
民
間
活
力
の
活
用
等
〜 

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
楽
荘
に
つ
い
て
は
、

４
月
よ
り
民
営
化
を
行
い
ま
す
。（
社
会

福
祉
法
人
で
運
営
） 

〜
情
報
化
の
推
進
〜 

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
公
共
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
運
用
を
図
る

と
と
も
に
、
県
内
自
治
体
と
の
共
同
電
子

申
請
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進
め
、
導
入
可

能
な
申
請
、
届
出
の
電
子
化
を
行
い
ま
す
。 

 

公
営
企
業
、外
郭
団
体
等
の
あ
り
方 

 

水
道
事
業･

下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化

〜
収
納
率
の
向
上
〜 

▽
公
平
な
負
担
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

収
納
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
３
ヵ
年
ご
と

に
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
す
。 

　
水
道
料
収
納
率 

　
（
16
年
度
実
績
98.4
％
↓
20
年
度
99.5
％
） 

　
下
水
道
使
用
料
収
納
率 

　
（
16
年
度
実
績
98.8
％
↓
20
年
度
99.5
％
） 

　
ま
た
、
収
納
手
続
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
委
託

を
実
施
し
ま
す
。 
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病
院
事
業
の
経
営
健
全
化

〜
市
立
岡
谷
病
院
お
よ
び 

　
健
康
保
険
岡
谷
塩
嶺
病
院
の
統
合
〜 

▽
市
立
岡
谷
病
院
と
健
康
保
険
岡
谷
塩
嶺

病
院
の
経
営
統
合
を
行
い
、
組
織
・
人
事
・

予
算
等
の
企
業
を
経
営
す
る
基
本
権
限
を

一
元
化
し
ま
す
。 

 

外
郭
団
体
等
の
経
営
改
善
に
向
け
て

〜
効
率
的
な
事
業
運
営
の
促
進
〜 

▽
事
業
実
施
方
法
の
改
善
や
事
業
経
費
の

削
減
な
ど
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
効
率
的

な
事
業
運
営
を
行
う
よ
う
関
係
課
に
お
い

て
指
導
、
助
言
を
行
い
ま
す
。 

〜
各
種
団
体
の
自
立
の
促
進
〜 

▽
関
係
課
に
お
い
て
、
各
種
団
体
の
事
務

局
を
置
く
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
原
則
的

に
各
種
団
体
の
事
務
は
、
そ
の
団
体
で
行

う
こ
と
を
基
本
に
、
事
務
局
の
自
立
を
促

進
し
ま
す
。 

《
市
民
と
市
の
協
働
に
よ
る 

　
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
》 

　
本
市
で
は
、
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
市
政
運
営
の
基
本
的
な
理
念
と
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
歩
む
開
か
れ

た
市
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
16
年
10
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
市

民
総
参
加
の
取
り
組
み
に
立
脚
し
て
、
「
岡

谷
市
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市

の
協
働
に
よ
る
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
の
一
層
の
推
進
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
市

政
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

推
進
体
制
と
進
行
管
理  

 ○
推
進
体
制
 
 

　
行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
庁

内
組
織
で
あ
る
行
政
改
革
推
進
本
部
に
お

い
て
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
進
行
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
随
時
関
係

部
課
に
指
示
し
、
全
庁
あ
げ
て
取
り
組
み

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 
 

　
ま
た
、「
広
報
お
か
や
」
を
は
じ
め
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、
行
財
政

改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
や
財
政
状
況
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
提
供
し
ま
す
。
 

　
そ
の
ほ
か
、
市
政
懇
談
会
や
出
前
講
座

な
ど
、
様
々
な
機
会
を
活
用
し
て
行
財
政

改
革
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
呼
び
か
け
、
市
民
総
参
加
に

よ
る
行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

 
 

○
進
行
管
理
 
 

　
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
進
行
管
理
を
よ

り
適
切
に
行
う
た
め
、
毎
年
、
そ
の
取
組

状
況
を
と
り
ま
と
め
、
岡
谷
市
行
政
改
革

審
議
会
へ
報
告
し
、
ご
意
見
ご
提
言
を
い

た
だ
き
ま
す
。
　
 

　
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

し
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
ご

提
言
を
求
め
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
の
推

進
等
に
で
き
る
限
り
速
や
か
に
反
映
さ
せ

ま
す
。
 

 　
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
 

　
ご
意
見
、
お
問
い
合
わ
せ
は
 

　
　
企
画
課
（
内
線
１
５
２
３
）
ま
で
 

市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

《
数
値
目
標
達
成
に
向
け
て
》 

　
短
期
、
中
期
、
長
期
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体

的
な
取
り
組
み
項
目
と
そ
の
実
施
時
期
等

に
つ
い
て
は
、
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
実

施
計
画
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ー

ト
年
度
ま
で
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
実
効
性

を
よ
り
高
め
ま
す
。 

　
ま
た
、「
岡
谷
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

策
定
市
民
会
議
」
か
ら
提
言
さ
れ
た
行
財

政
改
革
推
進
の
„
５
つ
の
柱
“（
重
点
取

り
組
み
項
目
）
を
は
じ
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
提
言

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
と
効
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
健

全
財
政
を
維
持
し
て
い
く
よ
う
、
改
革
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
行
財

政
改
革
を
具
体
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

何
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
が
重
要
で
す
。
市
、
市
民
、
各
種
団
体

等
が
一
体
と
な
っ
て
、
市
民
総
参
加
に
よ

る
行
財
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進

５つの柱
○歳入の確保に向けた工業振興施策の推進
＞＞＞市税増・人口増の期待を込めて＜＜＜

○公平かつ公正な負担の確保
＞＞＞受益者負担の適正化＜＜＜

○簡素で効率的な行政運営の推進
＞＞＞部課の統廃合など機構改革と職員数の削減＜＜＜

○補助金の抜本改革の実施
＞＞＞厳正な監査と適正な配分＜＜＜

○市民と行政の協働による市民総参加のまちづくりの推進
＞＞＞市民本位の行政と民間活力の積極的導入＜＜＜

（行財政改革プラン策定市民会議から提言） 
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